











報告は少ない．今回，昭和大学藤が丘病院において撮像された全ての CT画像（2014 年 1 月
から 2019 年 6 月 30 日まで）およびカルテから顔面骨骨折の有無を調査し，該当患者群で受傷
時年齢，性別，受傷部位，受傷原因について後ろ向きに検討した．調査対象の受傷患者数は
609名で，骨折総数は755骨折であった．全区間における男女比は2.7：1（443：166）であった．
81 歳～ 85 歳の年齢層以外では，男性の受傷者が多かった．対象年齢は，1～ 92 歳で，年齢は
38.5 ± 23.8 歳，中央値は 29.5 歳で，分散は 565 であった．11 歳～ 25 歳の患者が 257 名と全
体の 42.2％を占めた．1例の年齢不明患者がいたため，解析から除外した．全年齢層では骨折
部位は鼻骨 289 件（38.3％）で最も多く，以下，眼窩骨 179 件（23.7％），頰骨 150 件（19.9％），
下顎骨 66 件（8.7％），上顎骨 43 件（5.7％）の順であった．全年齢層における受傷原因のうち
わけは転倒転落 219 件（36.0％），スポーツ外傷 195 件（32.0％），交通外傷 94 件（15.4％），打
撲 49 件（8.0％），暴力 44 件（7.2％），不明・その他 7件（1.1％）であった．各年齢層の受傷
部位・受傷原因について統計学的処理を行い，有意差を検定した（95％信頼区間）．統計学的
に受傷部位として有意に少なかったのは，0～ 19 歳の頰骨骨折，10 ～ 19 歳の下顎骨折，40
～ 69 歳の鼻骨骨折，多かったのは 90 歳以上の頰骨骨折，50 ～ 59 歳の上顎骨骨折，30 ～ 39
歳の下顎骨骨折，0～ 19 歳の鼻骨骨折であった．発症原因として有意に少ないのは 10 ～ 29
歳の転倒転落，80 ～ 89 歳における交通外傷，0～ 9歳，30 ～ 89 歳におけるスポーツ外傷で，
有意に多いのは 50 ～ 89 歳における転倒転落，50 ～ 59 歳における交通外傷，0～ 9歳，30 ～


























CT画像（2014 年 1 月から 2019 年 6 月 30 日まで）
およびカルテから顔面骨骨折の検討を後ろ向きに行
い，文献的考察を行った．
研 究 方 法
　対象は，昭和大学藤が丘病院で顔面骨骨折の可能
性が示唆され撮像されたCTにおいてデータ抽出が






























象年齢は，1～ 92 歳で，年齢は 38.5 ± 23.8 歳，中
央値は 29.5 歳で，分散は 565 であった．11 歳～ 25


















も 1 ～ 3 番目に多い受傷原因となっていた．最大は
60 ～ 69 歳の 29.5％で受傷者のいない 90 歳以上の
次に少なかったのは，70 ～ 79 歳の 17.0％であった．
　頰骨骨折は，20～ 29歳，40～ 89歳で 20.8～ 28.3％
で近しい値であった．0 ～ 9 歳が 6.3％で最少，90
歳以上で 66.7％と最大であった．
　上顎骨骨折は 50 ～ 59 歳において 12.2％と最大の
割合で，他の世代では 10％以下の値であり，最少
は受傷者のいない 0～ 9歳，30 ～ 39 歳，90 歳以上




中では 50 ～ 59 歳の 4.9％であった（図 2）．
　各年齢層の受傷原因の割合
　全年齢層における受傷原因のうちわけは転倒転落
219 件（36.0％），スポーツ外傷 195 件（32.0％），交
通外傷 94 件（15.4％），打撲 49 件（8.0％），暴力 44
件（7.2％），不明・その他7件（1.1％）であった（図3）．












　打撲は 0～ 9 歳で 21.4％，以下 30 ～ 49 歳で 13.1
～ 17.9％で，他の年齢層が 0 ～ 8.2％で，5 ～ 10％
の差があった．
　第 3 者行為は 30 ～ 39 歳が 23％，以下 40 ～ 49
歳で13.1％，20～29歳で10.7％と多く見られていた．
　また，この患者群に js-STAR version 9.7.6j を用
いて，全年齢層と各年齢層においてのカイ二乗検
定・残差検定を行った（図 4）．受傷部位としては
頰骨骨折は 0～ 19 歳で有意に少なく 90 歳以上で多
く，上顎骨骨折が 50 ～ 59 歳で多く，下顎骨骨折は
10 ～ 19 歳で少なく，30 ～ 39 歳で多かった．鼻骨
骨折は 0～ 19 歳で多く，40 ～ 69 歳で少なかった．
受傷原因としては，転倒・転落が 10 ～ 29 歳で少な
く，50 歳以上で多かった．交通外傷は 40 ～ 49 歳
で多く，80 ～ 89 歳で少なかった．スポーツ外傷は
10 ～ 29 歳で多かったが，90 歳以上の他のすべての
年齢で少なかった．打撲は 0～ 9 歳，30 ～ 39 歳で













2013 年 5 月～ 2019 年 5 月において年間の交通事故

































　交通外傷は全受傷原因の 15.2％で，0 ～ 79 歳に
おいて 9.8 ～ 24.6％と一定の割合で受傷者が存在し





























齢で 19.9％の割合で，0 ～ 9 歳と 90 歳以上を除け






　鼻骨骨折は 0～ 40 歳までの若年者において同年
代における受傷原因の割合において高値で，とくに
10 ～ 19 歳においては受傷件数も全世代においても
























　下顎骨骨折は 0 ～ 9 歳，60 ～ 89 歳で 11.1％～
13.2％と他年齢層より比較的多く存在しており，30
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A STATISTICAL STUDY OF FACIAL BONE FRACTURES  
AT SHOWA UNIVERSITY FUJIGAOKA HOSPITAL
Takafumi SHIMIZU＊, Shuryo AKAMINE,  
Ryutaro TANAKA and Koichi KADOMATSU
　Abstract 　　 It is said that facial fracture is the one of the most prominent injuries that plastic sur-
geons encounters.  Here, we present a statistical study of 609 cases with facial bone fractures examined 
at Showa University Fujigaoka Hospital from 2014 to 2019.  Data concerning sex, age, situation, and   in-
jured site were evaluated.  Our results showed that patients with facial bone fractures tended to be male 
（72.7％）.  The most common region of facial bone fracture was the nasal bone （38.3％） followed by the 
orbital bone （23.7％）, zygomatic bone （19.9％）, mandible （8.71％） and maxilla （5.7％）.   We performed 
chi-square test and residual test from our results.  From the above  tests, our study showed that younger 
generations tend to have nasal bone fractures due to sports activity which is the same as in the in the 
past reports.  However, orbital bone fractures occurred more frequently, and mandible fracture was less 
frequent fracture was less frequent which is different from past reports.
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